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自閉症生徒の 道具 に対す る要求言語行動の 獲得

　　　
一 機能的一

致 に基づ く代替道具の 要求 一

　　松岡勝彦

（筑波大学 大 学 院 ）

　 1 ．は じめ に

　　近年，発達障害 児 に 関 する 言語の 研究 は 要求 言語行

　動 （マ ン ド ）を中 心 に 数多 くの 報告 が な さ れ て い る 、

　しか しな が ら，こ れ まで の マ ン ドの 形成訓線 は，訓線

　者の 指示 に 従 っ て ，対象児が 「○ ○ を くだ さ い 」 と い

　う反 応を生起 さ せ る と い う，い わ ゆ る 御用学習場面を

　想定 し た もの が 多 く，対象児 自身 が 周 りの 状況に基づ

　
い て ，要求す べ き物品を特定化す る 反応 に つ い て は あ

　まり 検討 され て こ な か っ た．

　　
一方，機能 的 な マ ン ドの 獲得訓練 の

一
っ と し て ，状

　況 に 応 じ て 必要 と な る 「道 具 」 を要求す る 訓練 に つ い

　ての 報告が な され て い る （Sigafoos ，　 Reichle ，　and

　
Doss ； 1990な ど ）．Savage −Rumbaugh 　and 　Rumbaugh

　（1978） は ，チ ン パ
．
ン ジーを被験体 と し，道具 を要求

す る 場面 を 考案 して ，要求 反 応 の 客観的 判 定を可能 に

　 した ．

　 ま た ，障害児 ・者 が 柔軟 に 言語を使 用 で きな い ため

に ・自 傷 行 動 （S・h・・ed ・r ，　S・h・・ed ・。 ，　S。ith，。，d
Dalld・rf ・1978） や 攻 撃 f働 （T・lkingt 。n

，
　 H。11，

and　Altman ，1971）な ど の ような 不 適切 な 行 動 を起 こ

しや す い と い う こ と も 指摘され て い る （McQueen ，
Spence ・Garner

・ P・］eeira ，　and 　 Wi… r ，1987）．館

す れ ば，柔 軟 に 言 語を使 用 で きれば ，こ れ らの 不 適 切

行動 は 軽減 さ れ る 可能性 が あ る と 言 え よ う．

　そ こ で 本研 究 で は，柔 軟 な 言語 の 獲得 に 困難を示 す

自閉症生徒 1名 を対象に ，自 分 自身 が 周 りの 状 況 に基
つ い て ，必 要な道 具を柔軟 に 要求 で

’
き る よ うに 訓 練 を

行う．具体 的 に こ こ で は ，対象生徒か 最初 に要求する

道具 が な い 状 況 も設定 L ，そ の 場合 e・ は ，そ れ と機能
的 に 等 価 な代替道具 を要求可能 にな る よ う に 訓練 を 行

う．そ し て ，そ の 形 成に 必要 な 条件 を 明 ら か に す る こ

と を試 み る，

　
ま た ．実験場面 で 形 成 した 言 語行動 を 日 常 場面 で 機

能化 さ せ る た め の 応用的研究 の 必要性 が指摘され て し、

る 仙 本 ・1987） こ と か ら演 験 場 面 で 形 成 さ れ 斌
替道具 に 対す る 要求 反 応 の 般 化 の 言乎定 も行う．

II．方　法

　⊥蠍 対象生徒 は，communicative な 言語 の

使用 に 困 難を示す自閉症男子 生 徒 1 名 （小林 ， 1960の

教育的 診 断 基準 に よ り，自閉症 と の 診断を受 け た，以

下 S 君 と 略 称す る ）と し た．訓練開 始 時 の 生活年齢は

14歳 10か 月で あ っ た．ま た，精神年齢 は 新版田中 ビ ネ
ー
知能検査 に よ り 測 定 され ，5 歳 2 か 月で あっ た．
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「
首　： Table　 1 に 示 し た 6 っ の 実験

刺激 及び 6 っ の 道 具 を 用意 し た．

Table　1 本研 究で 使用 され た実験刺激及 び 道具
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実験 刺 激 道　具

　　　　A ．キ ャ ラク ター入 り絵
セ ッ ト1　 B ．机上 にこ ぼ れ た水

　　　　C ，キ ャ ラ入 り絵 と 貼付 用 台紙

a ．は さ み
b ．ふ きん
c ，の り

　 　 　 　 D ．ダ ン ボール

セ ッ ト2　 E ．落書 き

　 　 　 　 F ．写真 と貼付 用 台紙

d ，カッ ター
e ・ア イ ツ ン ユ

f ．セ ロ テ
ー

プ

　 3　　　　 ベ ー
ス ラ　ン 〜プ ロ ーフ 2 　 ’1 ブ ロ

ッ ク は 12試 行 と し，1ブ ロ ッ ク中 に セ ッ ト1 の 道 具 を

要求す る 試 行，セ ッ ト 2 の 道 具 を 要 求 す る 試行 が 6 試

行ず っ ラ ン ダ ム に 配列 さ れ て い た．さ ら に 各 6 試 行中

3 試行 は 対象生 徒によ り最初 に 要求 さ れ る 道具 が あ る

試 行 （第 1 要求道具存在条件 ） で あり，残りの 3 試行

は そ の 道具 が な い 試 行 （第 ユ要 求道具 非 存在条 件）で

あ っ た ．

aslEtsagEEE
  教示者 は ，対象生徒 に 「

こ れ をロロ し て ね 」 と教 示

し，実験刺 激 を提 示 す る ，

  対象 生徒 は ，要求充足者 の と こ ろへ 移 動 し， 「OO
を く だ さ い 」 と道 具 を要求す る．

  要 求 充足者 は ， 「は い ，ど う ぞ 」 と 応答 し，対象 生

徒 に 道具 を渡す ．

  対象生徒 は，道具を受 け取 っ た ら，教示者の と こ ろ

へ 戻 り，指示 され た作業 を 行 う，

  教示 者 は． 「 じ ょ う ず に ロ ロ で き た ね J な ど と言語

的 賞賛 や 握 手な ど を随伴 させ る．
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  ，  は第 1 要求道具 存 在条件 に 同 じ、

  要求 充 足 者 は ，　
「な い よ 」 と 応答 す る ．

  対象生徒 は ，　
「△ △ を くだ さ い 」 と 代替道具 を要求

する ．

  要求充足者 は ， 「は い ，ど う ぞ 」 と応 答 し，対象生

徒に 道具を渡 す ．

  対象生徒 は，道 具を受 け 取 っ た ら，教 示 者 の と こ ろ

へ 戻 り ， 指示 さ れ た作業 を 行 う，

  教 示 者 は ， 「じ ょ う ず に ロ ロ で きた ね 」 な ど と言 語

的賞賛や 握手な どを随伴させ る ．

⊥ L）＿meZL 　6 っ の 実験刺激 の 各 々 に 対 して 1 つ ず

っ 道具 を 要 求 す る訓 練 を 行 っ た ．

＿g22＿厘 1ラ　 ン ： 先述 した 手続きに 従 っ て ，ベ
ー

ス ラ イ ン の 測定 を 行っ た．代替 道 具 の 要 求 反 応 が 生 起

しな い 場合，訓練 1が 導 入 さ れ た．

　 3　 1JI　 1＿L セ ッ ト 1の 実験刺激 に 対 して 代替道具

を含む 複数の 道具 を使用す る 訓線 が 行 わ れ た．例 え ば，

キ ャ ラ ク ター・入 り絵に対 し て，は さみ と カ ッ ター
を使

っ て 作業する訓練 が 行われた．

」L4⊥ ヱ旦 二 血 ベ ース ラ イ ン と同様 ．

盥 誌 要求文脈 に お い て ，言 語 を用 い て 代替

道具を要求す る こ とが可能 に な る よ う に プ ロ ン プ トー

フ ェ イ デ ィ ン グ （prompt −fading）技法 を用 い て 訓練 を

行っ た．但 し，セ ッ ト1 の 実験刺激 に 対 し て 代 替道 具

を 含 む 複数 の 道 具 の 要求 を 訓 練 し た．

並
・プ 2 ： ベ ー

ス ラ イ ン と同様．

ーヱユ」投化ヱ
’
ロ
ープ ： 疑似 日常 （図 画 工 作 ）場 面 に お

い て ，こ れ ま で に 形 成 し た 代 替 道 具 の 要 求 反応 が 生 起

する か に っ い て 般化 ブ ロ
ーフ を 測 定し た．

する代替道具要求反 応 に っ い て は ， 訓練 2 の 導 入 後 は

4 ブ ロ ッ ク 連続 100％ の 正反応率 を示 し た ．

　般化 プ ロ
ー

ブ と し て疑似日常場面 に お い て，こ れ ま

で に 形成 した代替道具 の 要求反応 が 生起す る か に っ い

て 測定 し た，正反応率 は ，71％ （5／7）で あ っ た ．第 1

試行，第 2 試行 に お い て プ ロ ン プ トが なされたが，そ

れ以降 は 正 反 応が続 い た ．

　 （：）
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皿 ． 結 　 果 　S 君の 正 反応率の推移を Fig ， 1
に 示

た ． ベ ー ス ラ イ ン 期 で は 2ブロ ッ ク と も に 50 ％ の正

応 率 で あ っ た， こ こでは， 代 替 道 具の 要 求 反応は

ら れな か っ た ． 訓 練 1 で はセ ット 1 の実験刺激 に

し て 代 替道具を含む 複数 の 道 具を使 用 する訓 練
を

っ た ． し か し ，プロ ー ブ1 期 では ベ ー スラ イン 期

同 様 ， 正 反応率 は 2 ブ ロ ッ クとも 50 ％ であ っ た ．

求 充足者による「ない よ 」 の 後 ， 代 替道

を要 求 すること はなか っ た， 　従 っ て ， 訓練 2 が

入 さ れ た ， 訓 練 2 では要 求 文脈 に お い てプ ロ ン プ

ー フ ェイ テ ィング 技 法 を 用 いて訓 縲 が行 われ た ，

ット 1 の実験 刺激 に 対し て 代 替 道 具 を 含 む 複数

道具
の
要
求に っ いて 訓 練が 行 わ れ た ， 　 フ ’ロ ー ブ

  ﾅ は t セッ ト 1 と セッ ト 2 の 全 体 で 第 【ブ ロ ッ ク か

，第4 フ ロック にかけ て100 ％の 正反 応 率を 示 し

．ま ， 末訓 練 の
セ

・
ソ

2 の 実 験

激 に 対 1 罷 H、＿＿ 晋 ／ ／ … フ ロ ッ ク

　　　　 　　

Fig ．1 　 S 君の正反応 峯 の唯 捗 IV ． 考 　 察

　 本 研究 の結果， 対象生徒 は 最初に 要求す る 道 具が な

い と きに は， そ れ と 機能的 に 等 価な 代替 道 具 を 要 求 す

るこ と が可能にな った ．セッ ト1 の 実 験 刺激に 対 し て

複数 の道 具 を使 用さ せ た 訓練1 の みでは ， 代 替道具 の

要 求 反 応 は生 起 し な かった ． しか し ， そ の後，要 求 文

脈に お けるアロ ン プ ト ー フェイデ ィング技法 を用 い た

訓 練2 を 導 入 す る こ と で ， 未 訓 練 の実 験 刺激 （ セッ ト

2 ） に 対 し ても代 替 道 具を含んだ 複 数の 道 具 の 要 求 が

可能に な った，この よう に 未 訓 練の刺 激 に 対 して も 代

替 道 具の 要 求 反 応 が可 能 にな った要 因と して，あ る 1

っ の刺激 に対して 2 っの道具を 使 用 した 結 果 ，それ ら

ﾌ 道 具間の機能 的 な 等 価関係が 成 立 し た こと （ 訓 練 1

さ らに要 求 文脈 で そ れら を 要

することが可能 に
なっ た こと（訓 練 2 ） が 考 え ら

る， 　 ま た， 般 化プロ ー ブで は ， 「 図 画 工作場 面

とい う 疑 似日常場面 を 設定し ，その場
面
にお け る 代

道 具 の 要 求 に っ いても検 討 を加 え た．そ の 結 果 ， 』

象生徒は か なり高 い 正 反応率 （ 71 ％）を 示 し た

こ の こ と は ， 代 替 道 興 の 要 求 を訓 練し

本研究

効果 を 少 な く と も あ る程度は 示す も の であ る と 考
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